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季 節 湯 
 
 

昨年 12月の「ゆず湯」に続き、１月に「松湯」を 

しました。 

「松」は、冬の間も枯れることなく青々とした状態を 

保つ常緑高木。その姿から生命力、不老長寿、そして 

繁栄の象徴、とされてきました。 

新年を迎えるお正月に「門松」を飾る習慣もあります。

年の初めを祝うめでたい季節、1月には、この松の葉を

使った季節湯を楽しみました。 

「松」は、森林浴で思いっきり空気を吸い込んだ時の 

ような清々しい香りが特徴的です。 

松に含まれる精油成分(テンペル類)が血行促進し、身体を芯から温めます。肩こり・冷え

性・疲労回復・神経痛などに効果が期待できます。また、松の精油は、殺菌・浄化・鎮痛

などにも効果的なようです。 

〈松湯のつくり方〉 

① よく洗った松の葉を鍋に入れて水を加えて 15分ほど煮出します。 

   煮汁をザルなどでこし、お風呂に入れます。 

 

 
 

② 松の葉の付け根にある樹脂を取り除き、よく洗い流した松の葉を束ねて 

ネット袋に入れ、浴槽に浮かべます。 

※今回は、松の入浴剤と②の松の葉を浮かべる手軽な方法でおこないました。 

 

「安全・安心」を大切にする冨田病院ですから、今回も、効能効果のみならず、 

アレルギー症状や刺激症状、対処法なども事前に告知し、簡易パッチテストや 

当日の体調確認もおこないました。 

 

松葉茶で代用、市販の松葉茶(ティーバック)を急須に淹れて、そのお茶を 

浴槽に入れる方法もあります。 



〈入浴後の患者様の感想〉 

 

特に多かったのが、「香りの良さ」でした。昨年から、生姜湯、みかん湯、ゆず湯、

とおこないましたが、今回の「松湯」が一番香りが強く、良かったと喜んでいただけ

ました。 

次回は、2月に大根湯を予定しています。 

 

 

冨田病院 入院生活の豊かさ向上委員会 


